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ニューヨークタイムズ紙の選ぶ “2019行くべき場所” で
「瀬戸内の島々」が堂々７位に！（国内では唯一）
世界が認めた私たちのふるさとを、本島上空から眺めて
みました。　　　　ドローン撮影協力：あやうたライフ



　新市民会館の建設に向けて、今、市民座談会が各地で開かれて
いる。趣旨はわかるが、1万人との対話を目指すとしながら未だ
に500人程度の状況だ。これを引き続き行うことで、市民会館の
建設が遅れることはないのか。

　市民会館の設置目的を広く市民に理解いただくこ
とを目的としているが、施設のハード面など事業は
遅滞なく進める。

新市民会館への行程

答え

　業務の複雑化で保育士はかなり疲弊している。こ
れ以上負担が増えれば休職者や退職者が発生し、結
果として待機児童の増加につながる。現状では基準
見直しはできない。

　私立園の新設や増築
などで、全体で317名

定員が増える見込みであるが、保
育所入所希望者数も増えているの
で、引き続き待機児童解
消のための取り組みは必
要である。

答え

　近隣他市でも既に実施しており、一定の効果をあげている。答え

　新規事業として、運転免許証自主返納者に1万円を支援する事業と、希望す
るコミュニティにモデル事業として市から車を貸し出し、ボランティアの方が
運転手となって近隣へ運ぶ「移動手段確保事業」は、敬老祝い金縮減の対応策
である。しかし1万円を支援することで返納の効果があがるのか疑問だ。

高齢者の“足”確保

議会から見た新年度予算議会から見た新年度予算

　本会議の答弁で、新年度の待機児童が113人出るとの見込みが
示された。一人でも少なくするための手立てを講じているか。国
基準である、「ゼロ歳児は保育士1人に児童3人」に対し本市公立
保育所は2.5人」としている。これらの基準を見直してでも待機
児童解消に取り組むべきではないか。

　新年度に民間事業者が開設・事業
拡張することで今後どのように待機
児童が解消される見込みか。

過去に例のない500億円規模の新年度予算。
1円もムダにすまいと、議会が徹底審査しました。

待機児童解消
５０５億円５０５億円

特 集

論点
1

論点
2

論点
3

答え

※予算特別委員会では、委
員から賛否双方の討論が
あり、採決の結果この部分
を原案不承認としました。

　また、返納支援900万円
余を移動手段確保事業に
編入する修正案が提出さ
れましたが、否決されま
した。

新市民会館
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予算特別委員会での予算特別委員会での

　新年度から住民票などのコンビニ交付が
始まる。開始時期と市民への周知の方法は？
4月1日からスタートする。このことを広
報まるがめやチラシの配布、ポスター掲示
などで周知する。

論点

Q

A

住民票等コンビニ交付

　空き家を活用して価値を高めるリノベー
ション事業は都市整備部が、空き店舗・空
きオフィス活用促進補助金は産業文化部が
担う。こういう仕組みで産業振興施策はう
まくいくのか？

両方の部が情報共有を行い、リノベーショ
ンまちづくりに関心のある方を産業振興の
補助制度につなげるなど、縦割り意識をな
くし取り組みたい。

Q

A

リノベーションと空き家対策

　新年度予算の経常収支比率は99.2％。
前年度より1.3ポイントの硬直化で、「自由
に使えるお金がとても少ない」という内容
だ。今後の財政運営へのビジョンは？

扶助費（社会保障など）や公債費（借金）
の増加が予想される一方で、歳入の見通し
が不透明だ。基金を当てにして拡大ばかり
するのではなく、既存事業を見直しながら
新規事業を行うという視点を持ち、財政運
営に当たる。

Q

A

財政の硬直化

　若者のネット・ゲーム依存が問題になっ
ている。県では対策に向けた調査・研究が
進められているが、市の対応は？

県の動向を踏まえ、
他市町と連携して何
らかのルール作りが
必要か検討する。

Q

A

若者のネット・ゲーム依存

　子育て支援事業には既にさまざまなメ
ニューが準備されている。新たに始める
“アウトリーチ型”とはどのようなもので、
どんなねらいがあるのか？

現在の各種相談窓口とつながっていない人
や、相談へ“一歩が踏み出せない”人に寄り
添い、こちらから出向いて相談支援を行う
もの。子育て世帯の心的負担軽減に、ぜひ
ご利用いただきたい。

Q

A

“アウトリーチ型”の
子育て支援

議長を除く全議員で「予算特別委員会」を
編成。市民の皆さまのご意見を、各議員が
しっかり予算編成に生かしました。
新規事業を中心に、論点をご紹介します。
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定
例
会
・
議
案

●
２
月
25
日
（
初
日
）

・
旧
年
度
議
案
審
議
　

●
２
月
27
日

・
代
表
質
問

●
２
月
28
日

・
代
表
質
問

・
総
括
質
疑

●
３
月
１
日
、
４
日
、
５
日

・
総
括
質
疑

●
３
月
６
日

・
総
務
委
員
会

・
教
育
民
生
委
員
会

●
３
月
７
日

・
都
市
環
境
委
員
会

●
３
月
８
日
、
11
日
〜
14
日

・
予
算
特
別
委
員
会

●
３
月
25
日
（
最
終
日
）

・
委
員
長
報
告

・
討
論
・
採
決

平
成
30
年
度
関
係
議
案

▼
議
案
第
１
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
４
億
２

２
９
５
万
２
０
０
０
円
を
増
額
し
、

総
額
を
６
０
２
億
４
６
０
７
万
２
０

０
０
円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
消
費
税
引
き
上
げ

の
影
響
緩
和
策
と
し
て
実
施
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
事
務
費

１
０
０
０
万
円
な
ど
を
計
上
す
る
ほ

か
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
か

ら
の
繰
入
金
１
５
７
億
７
０
０
０
万

円
を
大
手
町
地
区
公
共
施
設
再
編
整

備
基
金
や
史
跡
等
整
備
基
金
な
ど
に

計
上
す
る
。

▼
議
案
第
２
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
議
案
第
３
号　

公
共
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
４
号　

農
業
集
落
排
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
５
号　

駐
車
場
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
６
号　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
７
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
議
案
第
８
号　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

議
案
第
２
号
〜
第
８
号
は
、
事
業

費
の
確
定
見
込
み
に
伴
い
予
算
総
額

を
補
正
す
る
も
の
。

▼
議
案
第
９
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

開
催
収
入
を
１
０
９
億
４
１
５
４

万
円
増
額
す
る
と
と
も
に
、
収
益
的

支
出
の
競
走
実
施
費
を
96
億
３
０
３

５
万
９
０
０
０
円
に
増
額
す
る
な

ど
。

▼
議
案
第
10
号　

駐
車
場
条
例
の
一

部
改
正

　

合
筆
に
よ
り
福
島
駐
車
場
の
地
番

が
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
。

▼
議
案
第
11
号　

工
事
請
負
契
約
の

締
結

　

飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
工
事
請
負
契
約
を
豊
嶋
建
設
株
式

会
社
と
締
結
す
る
。

▼
議
案
第
12
号　

委
託
変
更
協
定
の

締
結

　

城
西
ポ
ン
プ
場
の
長
寿
命
化
工
事

に
お
い
て
、
日
本
下
水
道
事
業
団
と

の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の

一
部
を
変
更
す
る
。

▼
議
案
第
13
号　

市
道
路
線
の
認
定

及
び
変
更

　

寄
附
に
よ
り
新
た
に
市
の
管
理
と

な
っ
た
道
路
の
市
道
認
定
な
ど
。

▼
議
案
第
14
号　

新
市
建
設
計
画
の

変
更

　

法
改
正
に
伴
い
、
市
庁
舎
等
複
合

施
設
の
整
備
に
係
る
合
併
特
例
債
の

活
用
に
関
す
る
計
画
を
変
更
す
る
。

平
成
31
年
度
関
係
議
案

▼
議
案
第
15
号　

一
般
会
計
予
算

　

総
額
５
０
５
億
円
。
人
件
費
や
扶

助
費
、
公
債
費
の
合
計
約
２
３
６
億

円
、
歳
出
全
体
の
46
・
７
％
。
投
資

的
経
費
は
、
市
庁
舎
等
複
合
施
設
の

整
備
や
美
術
館
長
寿
命
化
工
事
、
丸

亀
城
石
垣
復
旧
事
業
な
ど
約
１
１
０

億
３
１
０
０
万
円
で
前
年
度
比
81
・

９
％
の
増
加
。
経
常
収
支
比
率
は

99
・
２
％
で
前
年
度
に
比
べ
１
・
３

ポ
イ
ン
ト
の
硬
直
化
。

▼
議
案
第
16
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

　

総
額
１
２
６
億
２
８
０
０
万
円
。

制
度
の
安
定
的
運
営
に
向
け
た
各
種

施
策
を
推
進
す
る
。

▼
議
案
第
17
号　

国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計
予
算

　

総
額
１
億
４
８
０
万
円
。
医
師
確

保
や
機
器
の
購
入
な
ど
を
行
う
。

▼
議
案
第
18
号　

公
共
下
水
道
特
別

会
計
予
算

　

総
額
38
億
２
５
０
０
万
円
。
新
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
た
工
事

な
ど
を
行
う
。

▼
議
案
第
19
号　

農
業
集
落
排
水
特

別
会
計
予
算

　

総
額
１
億
８
８
９
０
万
円
。
公
営

企
業
会
計
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
。

▼
議
案
第
20
号　

駐
車
場
特
別
会
計

予
算

　

総
額
１
億
１
４
２
０
万
円
。
指
定

管
理
者
への
管
理
運
営
委
託
料
な
ど
。

▼
議
案
第
21
号　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

　

総
額
14
億
１
０
０
万
円
。
広
域
連

合
で
運
営
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
窓
口
事
務
費
用
な
ど
。

▼
議
案
第
22
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

　

総
額
89
億
４
５
０
０
万
円
。
介
護

保
険
事
業
に
取
り
組
む
。

▼
議
案
第
23
号　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
予
算

　

総
額
９
６
０
０
万
円
。
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
係
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
。

▼
議
案
第
24
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
予
算

　

総
額
７
７
１
億
９
５
７
８
万
７
０

０
０
円
。
31
年
度
は
Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス
を

２
回
開
催
予
定
。

▼
議
案
第
25
号　

職
員
の
勤
務
時

間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
な
ど
を

導
入
す
る
。

▼
議
案
第
26
号　

市
民
福
祉
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
改
正

　

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
支
払

い
な
ど
の
事
務
を
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
な
ど
に
委
託
す
る
。

▼
議
案
第
27
号　

指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
権

限
が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

▼
議
案
第
28
号　

指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
等
の
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

　

高
齢
者
と
障
害
者
な
ど
が
と
も
に

利
用
で
き
る
共
生
型
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
な
ど
の
基
準

を
定
め
る
。

▼
議
案
第
29
号　

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
、

均
等
割
額
な
ど
の
改
定
を
行
う
。

▼
議
案
第
30
号　

附
属
機
関
設
置
条

例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
定

数
を
２
名
増
員
す
る
な
ど
。

▼
議
案
第
31
号　

特
定
用
途
制
限
地

域
に
お
け
る
建
築
物
等
の
制
限
に
関

す
る
条
例
及
び
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

建
築
基
準
法
及
び
同
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
り
生
じ
た
条
項
ず
れ
を
修

正
す
る
。

▼
議
案
第
32
号　

放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎
資
格

の
内
容
の
明
確
化
を
行
う
。

▼
議
案
第
33
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
施
行
に
係
る
事
務
の
受
託
に
関

す
る
協
議

　

香
川
県
中
部
広
域
競
艇
事
業
組
合

か
ら
の
事
務
受
託
を
引
き
続
き
行
う

た
め
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
た
な

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
議
会
の
意

見
を
求
め
る
。

２
月
25
日
〜
３
月
25
日

（
29
日
間
）

３
月
定
例
会

審
議
し
た
議
案

３
月
定
例
会

審
議
し
た
議
案

３
月
定
例
会
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定
例
会
・
議
案 平

成
30
年
度
関
係
議
案

▼
議
案
第
１
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
４
億
２

２
９
５
万
２
０
０
０
円
を
増
額
し
、

総
額
を
６
０
２
億
４
６
０
７
万
２
０

０
０
円
と
す
る
も
の
。

　

主
な
内
容
は
、
消
費
税
引
き
上
げ

の
影
響
緩
和
策
と
し
て
実
施
す
る
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
事
務
費

１
０
０
０
万
円
な
ど
を
計
上
す
る
ほ

か
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
か

ら
の
繰
入
金
１
５
７
億
７
０
０
０
万

円
を
大
手
町
地
区
公
共
施
設
再
編
整

備
基
金
や
史
跡
等
整
備
基
金
な
ど
に

計
上
す
る
。

▼
議
案
第
２
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
議
案
第
３
号　

公
共
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
４
号　

農
業
集
落
排
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
５
号　

駐
車
場
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
６
号　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
７
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
議
案
第
８
号　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

議
案
第
２
号
〜
第
８
号
は
、
事
業

費
の
確
定
見
込
み
に
伴
い
予
算
総
額

を
補
正
す
る
も
の
。

▼
議
案
第
９
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

開
催
収
入
を
１
０
９
億
４
１
５
４

万
円
増
額
す
る
と
と
も
に
、
収
益
的

支
出
の
競
走
実
施
費
を
96
億
３
０
３

５
万
９
０
０
０
円
に
増
額
す
る
な

ど
。

▼
議
案
第
10
号　

駐
車
場
条
例
の
一

部
改
正

　

合
筆
に
よ
り
福
島
駐
車
場
の
地
番

が
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
。

▼
議
案
第
11
号　

工
事
請
負
契
約
の

締
結

　

飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
工
事
請
負
契
約
を
豊
嶋
建
設
株
式

会
社
と
締
結
す
る
。

▼
議
案
第
12
号　

委
託
変
更
協
定
の

締
結

　

城
西
ポ
ン
プ
場
の
長
寿
命
化
工
事

に
お
い
て
、
日
本
下
水
道
事
業
団
と

の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の

一
部
を
変
更
す
る
。

▼
議
案
第
13
号　

市
道
路
線
の
認
定

及
び
変
更

　

寄
附
に
よ
り
新
た
に
市
の
管
理
と

な
っ
た
道
路
の
市
道
認
定
な
ど
。

▼
議
案
第
14
号　

新
市
建
設
計
画
の

変
更

　

法
改
正
に
伴
い
、
市
庁
舎
等
複
合

施
設
の
整
備
に
係
る
合
併
特
例
債
の

活
用
に
関
す
る
計
画
を
変
更
す
る
。

平
成
31
年
度
関
係
議
案

▼
議
案
第
15
号　

一
般
会
計
予
算

　

総
額
５
０
５
億
円
。
人
件
費
や
扶

助
費
、
公
債
費
の
合
計
約
２
３
６
億

円
、
歳
出
全
体
の
46
・
７
％
。
投
資

的
経
費
は
、
市
庁
舎
等
複
合
施
設
の

整
備
や
美
術
館
長
寿
命
化
工
事
、
丸

亀
城
石
垣
復
旧
事
業
な
ど
約
１
１
０

億
３
１
０
０
万
円
で
前
年
度
比
81
・

９
％
の
増
加
。
経
常
収
支
比
率
は

99
・
２
％
で
前
年
度
に
比
べ
１
・
３

ポ
イ
ン
ト
の
硬
直
化
。

▼
議
案
第
16
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

　

総
額
１
２
６
億
２
８
０
０
万
円
。

制
度
の
安
定
的
運
営
に
向
け
た
各
種

施
策
を
推
進
す
る
。

▼
議
案
第
17
号　

国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計
予
算

　

総
額
１
億
４
８
０
万
円
。
医
師
確

保
や
機
器
の
購
入
な
ど
を
行
う
。

▼
議
案
第
18
号　

公
共
下
水
道
特
別

会
計
予
算

　

総
額
38
億
２
５
０
０
万
円
。
新
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向
け
た
工
事

な
ど
を
行
う
。

▼
議
案
第
19
号　

農
業
集
落
排
水
特

別
会
計
予
算

　

総
額
１
億
８
８
９
０
万
円
。
公
営

企
業
会
計
の
導
入
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
。

▼
議
案
第
20
号　

駐
車
場
特
別
会
計

予
算

　

総
額
１
億
１
４
２
０
万
円
。
指
定

管
理
者
への
管
理
運
営
委
託
料
な
ど
。

▼
議
案
第
21
号　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

　

総
額
14
億
１
０
０
万
円
。
広
域
連

合
で
運
営
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
窓
口
事
務
費
用
な
ど
。

▼
議
案
第
22
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

　

総
額
89
億
４
５
０
０
万
円
。
介
護

保
険
事
業
に
取
り
組
む
。

▼
議
案
第
23
号　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
予
算

　

総
額
９
６
０
０
万
円
。
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
係
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
。

▼
議
案
第
24
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
予
算

　

総
額
７
７
１
億
９
５
７
８
万
７
０

０
０
円
。
31
年
度
は
Ｇ
Ⅰ
レ
ー
ス
を

２
回
開
催
予
定
。

▼
議
案
第
25
号　

職
員
の
勤
務
時

間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
な
ど
を

導
入
す
る
。

▼
議
案
第
26
号　

市
民
福
祉
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
改
正

　

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
支
払

い
な
ど
の
事
務
を
社
会
保
険
診
療
報

酬
支
払
基
金
な
ど
に
委
託
す
る
。

▼
議
案
第
27
号　

指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
権

限
が
県
か
ら
移
譲
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

▼
議
案
第
28
号　

指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
等
の
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正

　

高
齢
者
と
障
害
者
な
ど
が
と
も
に

利
用
で
き
る
共
生
型
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
運
営
な
ど
の
基
準

を
定
め
る
。

▼
議
案
第
29
号　

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
、

均
等
割
額
な
ど
の
改
定
を
行
う
。

▼
議
案
第
30
号　

附
属
機
関
設
置
条

例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
委
員
定

数
を
２
名
増
員
す
る
な
ど
。

▼
議
案
第
31
号　

特
定
用
途
制
限
地

域
に
お
け
る
建
築
物
等
の
制
限
に
関

す
る
条
例
及
び
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

建
築
基
準
法
及
び
同
法
施
行
令
の

改
正
に
よ
り
生
じ
た
条
項
ず
れ
を
修

正
す
る
。

▼
議
案
第
32
号　

放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎
資
格

の
内
容
の
明
確
化
を
行
う
。

▼
議
案
第
33
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
施
行
に
係
る
事
務
の
受
託
に
関

す
る
協
議

　

香
川
県
中
部
広
域
競
艇
事
業
組
合

か
ら
の
事
務
受
託
を
引
き
続
き
行
う

た
め
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
諮
問
第
１
号　

人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
た
な

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
議
会
の
意

見
を
求
め
る
。
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代
　
表
　
質
　
問

志
　
政
　
会

松
永
恭
二

松
永
恭
二

　
市
政
方
針
で
は
、
現
在
策

定
を
進
め
て
い
る
第
二
期
こ

ど
も
未
来
計
画
を
新
年
度
に

取
り
ま
と
め
る
と
し
て
い

る
。
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
待
機

児
童
ゼ
ロ
を
目
指
す
計
画
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

幼
稚
園
・
保
育
所
の
統
廃
合

問
題
の
方
向
性
と
手
法
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
子
育
て
の
相
談
支

援
事
業
を
ど
う
充
実
さ
せ
て

い
く
の
か
。

　
　
市
長　

こ
ど
も
未
来
計
画
で

　
　

は
、
老
朽
化
な
ど
で
施
設
の

改
築
が
必
要
な
場
合
は
、

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移

行
、
統
廃
合
な
ど
の
検
討

を
踏
ま
え
た
上
で
整
備
す

る
と
し
て
い
る
。
次
期
計

画
で
も
こ
の
考
え
を
継
続

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

計
画
策
定
の
基
礎
と
な
る

人
口
推
計
な
ど
が
分
か
る
５
月
末

頃
ま
で
に
、
中
央
保
育
所
の
あ
り

方
の
方
針
案
を
整
理
し
、
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
の
協
議
を
経
た

上
で
議
会
に
示
し
た
い
。

　

子
育
て
の
相
談
支
援
は
、
あ
ら

ゆ
る
相
談
を
受
け
る
窓
口
と
し
て

「
ま
る
育
サ
ポ
ー
ト
」
を
実
施
し

て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

窓
口
に
足
が
向
か
ず
、
支
援
を
受

け
ら
れ
な
い
家
庭
も
あ
る
の
で
、

家
庭
訪
問
や
支
援
窓
口
へ
の
付
き

添
い
な
ど
、
子
育
て
家
庭
に
寄
り

添
っ
た
き
め
細
か
な
支
援
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
利
用
者
支
援

事
業
に
、
民
間
団
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と

で
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
、
再

発
防
止
に
つ
な
げ
た
い
。

　
崩
落
し
た
石
垣
復
旧
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
三
の
丸

の
北
側
も
亀
裂
や
毀
損
が
見

ら
れ
、
非
常
に
心
配
で
あ

る
。
詳
し
い
状
況
と
対
応
の

説
明
を
求
め
る
。

　
　
教
育
部
長　

石
材
に
貼
り
付

　
　

け
た
ゲ
ー
ジ
に
よ
る
観
測
、

週
２
回
の
定
点
撮
影
に
よ
る
観
察

で
は
、
昨
年
12
月
か
ら
大
き
な
変

化
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
新
年
度

か
ら
は
定
点
で
の
変
位
測
量
を
定

期
的
に
行
う
と
と
も
に
、
地
質
調

査
と
石
垣
内
部
の
水
位
の
観
測
も

行
う
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
基
に

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
排
水

処
理
や
補
強
策
を
検
討
し
、
対
策

を
講
じ
る
。

　
う
ち
わ
の
港
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
必
要
最
小
限
度
の
改
修

工
事
を
実
施
す
る
予
定
だ

が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向

性
に
し
よ
う
と
考
え
て
の
整

備
か
。

　
　
副
市
長　

国
の
伝
統
工
芸
品

　
　

丸
亀
う
ち
わ
の
普
及
と
交
流

の
場
と
し
て
の
活
用
を
目
的
に
設

置
さ
れ
た
同
施
設
に
は
、
海
外
か

ら
の
訪
問
客
も
多
い
。
し
か
し
、

建
物
の
経
年
劣
化
が
進
み
、
雨
漏

り
が
多
数
発
生
す
る
な
ど
管
理
に

支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
で
、
必

要
最
小
限
の
対
策
と
し
て
屋
上
防

水
改
修
と
展
示
室
床
改
修
を
実
施

す
る
。
今
後
の
施
設
の
在
り
方

は
、
建
物
劣
化
診
断
を
行
い
、
機

能
回
復
に
要
す
る
費
用
を
見
積
も

っ
た
上
で
、
他
施
設
へ
の
移
転
も

含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ Ｑ

こ
ど
も
未
来
計
画

子
育
て
支
援
に
ど
う
取
り
組
む

丸
亀
城
北
側
の
石
垣

危
険
性
は

う
ち
わ
の
港
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

今
後
の
方
向
性
は

表 質 問 会派を代表する議員が、市長の市政方針、新年度予算
その他市政全般に関することについて質問を行います。

日本一の石垣を守るため早期の対応を
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代
　
表
　
質
　
問

市
民
ク
ラ
ブ

加
藤
正
員

加
藤
正
員

　

学
校
教
育
で
は
マ
ン
パ
ワ

ー
の
確
保
が
最
大
の
課
題
で

あ
る
。
中
で
も
特
別
支
援
学

級
の
支
援
員
が
不
足
し
て
お

り
、
増
員
を
願
う
声
は
多

い
。
学
校
生
活
を
よ
り
良
い

も
の
と
す
る
た
め
に
、
支
援

員
を
増
員
す
る
考
え
は
。

　
　
教
育
長　

特
別
支
援
学
級
に

　
　

在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
通
常
学
級

に
在
籍
し
な
が
ら
支
援
員
や
合
理

的
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生

徒
の
割
合
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

子
供
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

切
な
支
援
を
行
う
た
め
、
小
学
校

に
38
名
、
中
学
校
に
５
名

の
支
援
員
を
配
置
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ま
だ
十
分

と
は
言
え
な
い
た
め
、
新

年
度
は
２
名
増
員
し
て
学

校
の
状
況
に
応
じ
た
配
置

を
進
め
る
。
今
後
も
日
常

生
活
や
教
室
移
動
時
の
介

助
、
学
習
支
援
、
健
康
・
安
全
の

確
保
な
ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る

子
供
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
児

童
・
生
徒
の
学
校
生
活
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
り
た
い
。

　

市
南
部
の
綾
歌
三
山
に
は

森
林
公
園
、
あ
や
う
た
温
泉

湯
舟
道
、
畦
田
キ
ャ
ン
プ
場

な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
方
が

利
用
し
て
い
る
。
こ
の
地
域

の
一
体
的
な
整
備
が
必
要
だ

と
考
え
る
。
訪
れ
る
人
の
要

望
を
取
り
入
れ
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の

協
働
に
よ
る
整
備
を
進
め
て

は
ど
う
か
。

　
　
都
市
整
備
部
長　

登
山
客
や

　
　

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
客
に
は
各

施
設
を
組
み
合
わ
せ
て
楽
し
む
方

も
あ
り
、
駐
車
場
の
共
有
や
施
設

相
互
利
用
の
案
内
な
ど
に
よ
っ
て

利
用
者
の
満
足
度
向
上
や
利
用
促

進
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

各
施
設
を
連
携
さ
せ
、
よ
り
魅
力

あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
整
備
を
進

め
る
。

ま
た
、
地
域
と
の
協
働
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
綾
歌
森
林
公
園
で
は

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

と
協
働
で
花
壇
整
備
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
地
域
住
民
や
利
用
者

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

利
用
者
目
線
に
立
っ
た
整
備
を
進

め
た
い
。

　

大
阪
府
北
部
地
震
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
倒
壊
に
よ
る
死
亡
事

故
を
受
け
、
公
立
学
校
な
ど

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
修
理

は
進
ん
で
い
る
が
、
通
学
路

に
は
民
間
の
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
数
多
く
あ
る
。
そ
の

撤
去
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
都
市
整
備
部
長　

国
や
県
と

　
　

連
携
し
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
撤
去
費
用
の
一
部
補
助
制
度

の
創
設
を
考
え
て
い
る
。
原
則
高

さ
１
・
２
メ
ー
ト
ル
以
上
で
通
学

路
に
面
し
、
点
検
に
よ
り
倒
壊
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
補
助
対
象
と
す
る
予

定
で
あ
る
。
今
後
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
周
知
に
努
め

た
い
。

Ａ Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

特
別
支
援
学
級

支
援
員
増
員
を

地
域
と
連
携
し

綾
歌
三
山
の
一
体
整
備
を

通
学
路
の
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

求
め
ら
れ
る
撤
去
の
支
援

表代新年度の市政を問う！

あやうた温泉　湯舟道 畦田キャンプ場
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代
　
表
　
質
　
問

市
民
の
声

国
方
功
夫

国
方
功
夫

　

過
去
最
大
と
な
る
５
０
５

億
円
の
予
算
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
財
源
と
し
て
市
が
積

み
立
て
た
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
必
要
で
あ
る
が
、
平

成
30
年
度
末
の
基
金
残
高
見

込
み
は
約
２
６
９
億
８
０
０
０

万
円
と
な
り
、ボ
ー
ト
レ
ー
ス

事
業
の
積
み
立
て
を
差
し
引

く
と
前
年
度
か
ら
20
億
円
減

少
し
て
い
る
。
税
収
も
減
少

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
財
源

不
足
は
危
機
的
だ
と
言
え
る

が
、
財
源
確
保
の
基
本
的
考

え
を
伺
う
。

　
　
市
長　

新
年
度
予
算
は
前
年

　
　

に
比
べ
70
億
円
増
加
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
扶
助
費
や

公
債
費
が
引
き
続
き
増
加

す
る
こ
と
に
加
え
、
市
庁

舎
整
備
な
ど
の
大
型
事
業

や
丸
亀
城
石
垣
復
旧
な
ど

の
投
資
的
経
費
の
増
加
の

ほ
か
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
や
幼
児
教
育
無

償
化
な
ど
国
の
施
策
に
伴
う
事
業

費
の
増
加
を
理
由
と
し
て
い
る
。

市
税
の
回
復
が
と
ど
ま
り
、
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
が
増
加
す
る
厳

し
い
状
況
だ
が
、
基
金
残
高
の
確

保
は
今
後
の
財
政
運
営
を
左
右
す

る
重
要
課
題
と
認
識
し
、
厳
格
な

歳
出
抑
制
と
効
果
的
な
基
金
活
用

で
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
く
。

　

首
都
圏
で
の
地
場
産
品
販

路
拡
大
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
地
域
商
社
事
業
だ
が
、

静
岡
県
西
伊
豆
町
と
の
連
携

で
展
開
し
て
い
る
日
本
百
貨

店
さ
か
ば
の
売
り
上
げ
が
非

常
に
悪
い
。
国
の
補
助
を
受

け
て
の
事
業
と
は
い
え
、
安

易
な
取
り
組
み
は
問
題
が
あ

る
。
こ
の
事
業
を
今
後
も
継

続
す
る
の
か
。

　
　
副
市
長　

本
事
業
は
、
地
域

　
　

産
品
の
首
都
圏
や
海
外
で
の

商
流
を
短
期
間
で
確
立
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
販
路
を
持
つ
事
業
者

に
委
託
し
、
平
成
29
年
度
か
ら
３

年
間
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。
年
度
ご
と
に
重
要
業
績
評
価

指
標
を
設
定
し
て
お
り
、
海
外
販

売
国
数
は
目
標
を
達
成
し
て
い
る

が
、
売
り
上
高
は
達
成
率
37
％
と

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
最
終
年
度

で
あ
る
31
年
度
は
、
国
の
交
付
金

が
採
択
と
な
れ
ば
西
伊
豆
町
と
協

議
を
行
い
、
事
業
内
容
を
厳
し
く

精
査
し
、
委
託
先
に
効
率
的
な
運

営
を
求
め
、
目
標
達
成
に
向
け
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。

　

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
の
拡
大
は
ひ
と
り
親
家
庭

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も

の
と
評
価
す
る
が
、
さ
ら
な

る
支
援
の
た
め
の
本
市
独
自

の
取
り
組
み
は
。

　
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

ひ
と
り

　
　

親
家
庭
の
経
済
的
自
立
に
つ

な
が
る
資
格
を
取
得
す
る
費
用
の

一
部
を
支
給
す
る
給
付
金
の
拡
充

を
国
が
示
し
た
こ
と
を
受
け
、
本

市
と
し
て
も
拡
充
さ
れ
た
制
度
の

周
知
に
努
め
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

就
業
促
進
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

く
。

　

本
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
、

病
児
・
病
後
児
保
育
の
利
用
料
半

額
補
助
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

支
援
の
充
実
を
図
り
た
い
。

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ Ｑ

新
年
度
予
算
を
問
う

成
果
が
見
え
な
い
地
域
商
社
事
業

継
続
す
る
の
か

ひ
と
り
親
家
庭
へ

本
市
独
自
の
支
援
は

質 問

市庁舎整備などの大型事業が続く中、基金残高の確保が課題
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代
　
表
　
質
　
問

公
　
明
　
党

内
田
俊
英

内
田
俊
英

　

不
足
す
る
消
防
団
員
の

確
保
策
と
し
て
、
大
規
模

災
害
時
に
限
定
し
て
活
動

す
る
大
規
模
災
害
団
員
と

い
う
新
た
な
枠
組
み
が
提

唱
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
活

動
内
容
は
情
報
収
集
や
避

難
誘
導
、
避
難
所
運
営
な

ど
で
、
こ
れ
ら
は
普
段
、

自
治
会
役
員
が
担
っ
て
い

る
。
こ
の
制
度
の
導
入

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
や
地
域
の
方
の
防

災
意
識
向
上
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
導
入
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
。

　
　
消
防
長　

大
規
模
災

　
　

害
時
に
は
基
本
団
員

だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で

き
な
い
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
大
規
模
災
害
団
員
制

度
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

に
有
効
だ
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
災
害
現
場

で
の
基
本
団
員
や
自
主
防
災
組
織

な
ど
と
の
役
割
分
担
、
指
揮
命
令

や
活
動
の
把
握
な
ど
、
導
入
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
る
の
で
、

当
面
は
基
本
団
員
を
充
足
さ
せ
て

の
消
防
力
強
化
に
取
り
組
む
。
将

来
的
に
は
大
規
模
災
害
時
の
マ
ン

パ
ワ
ー
確
保
に
つ
い
て
、
地
域
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
実
情
に
合
っ

た
解
決
方
法
を
見
つ
け
た
い
。

　

河
川
敷
な
ど
で
刈
り
取
っ

た
雑
草
を
発
酵
さ
せ
、
腐
葉

土
と
し
て
活
用
す
る
事
業
を

行
う
市
内
企
業
が
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
る
。
実
験
段

階
だ
が
、
先
日
「
か
い
ぼ
り
」

を
行
っ
た
丸
亀
城
内
堀
の
ヘ

ド
ロ
や
石
垣
修
繕
の
石
置
き

場
候
補
地
の
雑
草
も
資
源
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
慎
重

な
協
議
が
必
要
だ
が
、
話
が

進
め
ば
循
環
型
社
会
の
実

現
、
ひ
い
て
は
国
連
の
進
め

る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
呼
ば
れ

る
理
念
に
も
合
致
す
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
を
市
の
一

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
す
る
考

え
は
。

　
　
市
長　

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
は
２

　
　

０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る

べ
き
国
際
目
標
の
こ
と
で
、
気
候

変
動
へ
の
対
策
な
ど
17
項
目
で
構

成
さ
れ
、
世
界
が
抱
え
る
課
題
を

包
括
的
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
理

念
を
職
員
が
理
解
し
、
施
策
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
丸
亀
城
内
堀
の
水
質
浄
化

な
ど
で
も
再
利
用
を
含
め
た
具
体

策
の
検
討
を
進
め
た
い
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
の
考
え
は
今
後
の
地
方
行

政
に
重
要
な
も
の
と
捉
え
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
の
責
務
を
果

た
し
て
い
き
た
い
。

　

丸
亀
駅
北
側
は
非
常
に
魅

力
的
な
エ
リ
ア
だ
が
、
再
開

発
が
進
ん
で
い
な
い
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の

再
開
発
の
見
通
し
は
。

　
　
都
市
整
備
部
長　

こ
の
エ
リ

　
　

ア
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
事
業
化
の
動
き
も
あ

っ
た
が
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
新
年
度
に
は
福
島
町
の
空
き

店
舗
を
利
用
し
て
交
流
や
観
光
、

情
報
発
信
な
ど
の
拠
点
と
な
る
施

設
が
整
備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
市
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
事

業
を
支
援
し
、
駅
北
エ
リ
ア
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。　

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ｑ

大
規
模
災
害
団
員
の
導
入
で

地
域
の
防
災
意
識
向
上
を

循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み

市
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

進
ま
な
い
再
開
発

駅
北
エ
リ
ア
の
今
後
は

表代

お堀のヘドロも資源になる可能性を秘めている
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11
人
の
議
員
が
市
政
を
問
う

●（
仮
称
）
丸
亀
城
応
援
団
の
創

設
●
増
え
続
け
る
丸
亀
で
働
く
外
国

人
と
の
共
生

大
西
　
　
浩

●
自
治
会
振
興
費

横
田
　
隼
人

水
本
　
徹
雄

●
災
害
対
応
（
液
体
ミ
ル
ク
備

蓄
）

三
宅
　
真
弓

●
学
校
給
食
（
ビ
タ
ミ
ン
強
化

米
）

松
浦
　
正
武

●
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入

福
部
　
正
人

●
高
い
国
保
税
子
供
の
均
等
割
り

軽
減
を

中
谷
真
裕
美

●
本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
現

況
と
今
後
の
対
応

竹
田
　
英
司

●
大
手
町
／
北
消
防
署
の
訓
練
塔

整
備
計
画

武
田
　
孝
三

香
川
　
　
勝

●
消
防
団
充
実
強
化
法

●
児
童
虐
待
防
止
の
仕
掛
け

神
田
　
泰
孝

質
問
者

要
約
文
掲
載
項
目

消
防
訓
練
塔

完
成
ま
で
の
期
間
は武田孝三議員

総
　
括
　
質
　
疑

消
防
長　

訓
練
塔
や
車
庫
な

ど
の
建
設
に
は
、
配
置
計
画

や
予
定
規
模
と
構
造
の
決
定
、
基
本

設
計
、
実
施
設
計
の
期
間
が
必
要
だ

が
、
設
計
を
進
め
る
に
は
新
市
民
会

館
の
建
設
計
画
と
の
調
整
が
必
要
と

な
り
、
そ
の
後
の
工
事
発
注
の
準
備

か
ら
施
工
ま
で
の
期
間
を
合
わ
せ
る

と
、
完
成
ま
で
の
期
間
は
お
お
む
ね

４
年
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

訓
練
塔
の
立
地
条
件
と
し
て
、
消

防
署
の
近
く
に
設
置
す
る
こ
と
を
定

め
た
法
令
は
な
い
が
、
救
急
業
務
に

従
事
す
る
隊
員
も
含
め
て
訓
練
を
実

施
す
る
た
め
に
は
、
消
防
署
と
訓
練

塔
は
極
力
隣
接
し
た
場
所
に
な
い
と

救
助
活
動
も
含
め
た
消
防
力
の
強
化

は
難
し
い
。
全
国
的
に
も
消
防
署
に

隣
接
し
て
訓
練
塔
が
設
置
さ
れ
て
い

る
事
例
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
消
防
訓
練
塔
の
移
転
、
改
築
先
は
消
防
庁
舎
付
近
が
望
ま
し
い
と
示

さ
れ
て
い
る
が
、
新
市
民
会
館
建
設
計
画
な
ど
も
あ
り
、
用
地
確
保
が

停
滞
し
て
い
る
。
訓
練
塔
、
車
庫
な
ど
消
防
に
必
要
な
施
設
の
建
設
に

要
す
る
期
間
を
ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
訓
練
塔
の
立

地
条
件
は
あ
る
の
か
。

Ａ

訓練塔整備が検討される北消防署付近

Q

総
括
質
疑
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地
域
を
守
る
消
防
団

装
備
の
充
実
を

香川　勝　議員

大西　浩　議員

総
　
括
　
質
　
疑

Ａ
消
防
長　

同
法
の
成
立
に
よ

り
、
消
防
団
員
の
安
全
確
保

の
た
め
の
装
備
や
救
助
活
動
用
資
機

材
の
充
実
を
目
的
に
消
防
団
の
装
備

の
基
準
も
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
第
一
か
ら
第
六
ま
で
全
て
の
方

面
隊
に
油
圧
救
助
器
具
を
配
備
す
る

と
と
も
に
、
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
、
バ
ル

ー
ン
型
投
光
器
な
ど
を
島
し
ょ
部
の

分
団
に
配
備
し
た
。
さ
ら
に
は
防
塵

マ
ス
ク
や
安
全
靴
、
耐
切
創
手
袋
な

ど
の
装
備
の
充
実
も
図
っ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
時
に
は
消
防
団
単
独
で

の
消
火
活
動
や
負
傷
者
救
出
も
予
想

さ
れ
、
団
員
の
安
全
確
保
の
た
め
島

し
ょ
部
の
分
団
か
ら
順
次
、
新
型
防

火
服
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
今

後
も
消
防
団
の
装
備
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

　
消
防
団
が
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
に
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
大

災
害
が
多
く
発
生
す
る
中
で
消
火
活
動
、
災
害
救
助
、
防
災
活
動
と
任

務
の
量
や
範
囲
は
増
え
て
い
る
。
平
成
25
年
12
月
に
消
防
団
等
充
実
強

化
法
が
成
立
し
た
が
、
消
防
団
の
予
算
や
装
備
な
ど
は
ど
う
変
化
し
た

の
か
。
今
後
、
市
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
と
る
の
か
。

Ａ
市
長　

外
国
人
か
ら
の
相
談

や
各
種
手
続
き
に
は
、
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
、
通
訳
な
ど
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
育

現
場
な
ど
で
は
外
国
語
翻
訳
資
料
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
翻
訳
機
能
な
ど

を
利
用
し
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

近
年
は
相
談
業
務
が
増
加
し
、
専
門

性
も
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
外
部
の
協
力
も
得
て
支
援
し

て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
際
交
流
協
会
と
連

携
し
て
実
施
し
て
い
る
日
本
語
教
室

や
日
本
の
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
な
ど
の

生
活
指
導
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
の
中
で
外
国
人
が
孤
立
し

な
い
よ
う
、
生
活
習
慣
の
違
い
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
努
め
、地

域
で
の
触
れ
合
い
や
交
流
に
進
ん
で

参
加
で
き
る
よ
う
に
多
様
な
手
段
で

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

　

今
後
も
国
籍
や
民
族
の
違
い
に
関

係
な
く
共
生
で
き
る
環
境
の
醸
成
に

努
め
た
い
。

　
出
入
国
管
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
外
国
人
労
働
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
本
市
に
も
多
く
の
外
国
人
労
働
者
が
暮
ら
し
て
お
り
、
共

生
の
た
め
の
支
援
策
強
化
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

消防団に配備される救助用機材

Q

お城まつりに参加する国際交流協会

Q 本
市
で
学
び
働
く
外
国
人

共
生
の
取
り
組
み

本
市
で
学
び
働
く
外
国
人

共
生
の
取
り
組
み
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自
治
会
加
入
促
進

効
果
的
な
施
策
を

横田隼人議員

水本徹雄議員

総
　
括
　
質
　
疑

Ａ
生
活
環
境
部
長　

自
治
会
育

成
補
助
金
は
、
自
治
会
の
育

成
活
動
支
援
を
目
的
に
、
加
入
す
る

一
世
帯
当
た
り
３
０
０
円
を
自
治
会

に
交
付
し
て
い
る
。
増
額
す
る
こ
と

で
自
治
会
に
資
金
面
の
余
裕
が
生
ま

れ
、
自
治
会
費
や
自
治
会
費
以
外
の

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
現
時
点
で
の
自
治
会
数
や

加
入
世
帯
数
を
考
え
る
と
、
増
額
に

は
か
な
り
の
予
算
が
必
要
と
な
る
。

近
年
、
自
治
会
が
抱
え
る
問
題
に
は

金
銭
面
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
事

項
も
増
え
て
い
る
の
で
、
自
治
会
加

入
の
促
進
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
、
補
助
制
度
の
見
直
し
も
検

討
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
連

合
自
治
会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
市

民
へ
の
周
知
啓
発
や
未
加
入
世
帯
へ

の
働
き
か
け
な
ど
多
方
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

　
自
治
会
加
入
者
に
求
め
ら
れ
る
共
同
募
金
な
ど
自
治
会
費
以
外
の
負

担
は
、
自
治
会
加
入
率
低
下
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
加
入
率
を
上
げ

る
に
は
、
ほ
か
の
事
業
予
算
を
削
っ
て
自
治
会
育
成
補
助
金
を
増
額
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、市
は
自
治
会
加
入
促
進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
部
長　

よ
り
多
く
の
方

に
石
垣
復
旧
に
参
画
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
復
旧

復
興
に
向
け
て
の
気
運
の
醸
成
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本

市
ゆ
か
り
の
著
名
人
に
よ
る
動
画
メ

ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
ほ
か
、
復
旧
工
事

現
場
の
定
期
的
な
公
開
や
石
の
運
搬

体
験
な
ど
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
出
前

講
座
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
捉
え
て
市
民
参
画
の
促
進

に
努
め
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

で
、
丸
亀
城
応
援
団
と
し
て
石
垣
復

旧
に
参
画
す
る
市
民
が
増
え
、
結
果

と
し
て
石
垣
復
旧
の
目
安
と
な
る
５

年
後
に
は
、
市
に
対
す
る
誇
り
や
愛

着
が
根
付
き
、
将
来
的
に
は
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
丸
亀
城
石
垣
の
復
旧
に
は
、
全
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
市
民
や
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

た
め
、
例
え
ば
丸
亀
城
応
援
団
の
設
置
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
は
ど

う
か
。
石
垣
復
旧
を
通
じ
、
市
民
の
誇
り
を
強
く
す
る
よ
う
な
方
策
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ

Q

石垣復旧に寄せられた多くのメッセージ

Q 丸
亀
城
応
援
団
設
置
で

高
め
よ
う
市
民
の
誇
り

丸
亀
城
応
援
団
設
置
で

高
め
よ
う
市
民
の
誇
り

自治会加入状況 （毎年4月1日現在）

H30 855 44,781 53.12,37623,785
H29 856 44,551 54.02,38724,078
H28 857 44,105 55.42,39024,441
H27 856 44,759 55.32,38924,737
H26 850 44,206 56.62,37925,002
年度 自治会数 全世帯数 加入率（％）班数加入世帯数
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松浦正武議員

三宅真弓議員

総
　
括
　
質
　
疑

教
育
部
長　

ビ
タ
ミ
ン
強
化

米
は
通
常
の
米
に
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
や
Ｂ
２
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た

も
の
で
、
通
常
の
米
よ
り
黄
色
い
の

が
特
徴
で
あ
る
。
昭
和
51
年
に
当
時

の
文
部
省
か
ら
示
さ
れ
た
学
校
給
食

に
お
け
る
所
要
栄
養
量
の
基
準
を
基

に
、
同
年
の
米
飯
給
食
導
入
時
か
ら

精
米
１
０
０
グ
ラ
ム
に
０
・
３
グ
ラ

ム
の
割
合
で
添
加
を
実
施
し
て
い

る
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
は
ブ
ド
ウ
糖
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
際
に
必
要
な
栄

養
素
で
あ
り
、
不
足
し
な
い
よ
う
強

化
米
を
使
用
し
て
い
る
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
は
豚
肉
に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

が
、
副
食
で
補
う
こ
と
は
献
立
の
偏

り
に
つ
な
が
る
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
強

化
で
摂
取
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。
給
食
で
の
強
化
米
添
加

と
あ
わ
せ
、
家
庭
で
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

群
の
摂
取
の
大
切
さ
を
認
識
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
発
信
を
し
て

い
き
た
い
。

　

学
校
給
食
の
米
飯
に
添
加
さ
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
強
化
米
に
つ
い

て
、
添
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
基
準
、
そ
の
目
的
の
説
明
を

求
め
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
添
加
せ
ず
に
副
食
で
ビ
タ
ミ
ン
を
補
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ

市
長
公
室
長　

液
体
ミ
ル
ク

は
、
液
状
の
人
工
乳
を
容
器

に
密
封
し
た
も
の
で
、
大
規
模
災
害

で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
絶
し
た
場
合

で
も
、
水
や
燃
料
を
使
わ
ず
に
授
乳

で
き
、
災
害
時
の
備
え
と
し
て
大
き

な
利
点
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

備
蓄
品
と
す
る
か
は
、
商
品
の
詳
し

い
情
報
が
発
表
さ
れ
た
後
、
保
存
期

限
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
有
無
、
価

格
な
ど
を
踏
ま
え
て
決
定
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
非
常
時
で
も
子
育
て
中

の
方
へ
の
配
慮
は
必
要
で
あ
り
、
本

市
で
も
積
極
的
に
導
入
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

本
市
で
は
大
規
模
災
害
に
備
え
、
粉
ミ
ル
ク
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る

が
、
災
害
時
に
は
調
乳
の
必
要
が
な
い
液
体
ミ
ル
ク
が
便
利
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
昨
年
、
国
は
液
体
ミ
ル
ク
の
製
造
に
関
す
る
法
整
備
を
終

え
、
国
内
メ
ー
カ
ー
２
社
の
製
造
を
承
認
し
た
。
既
に
液
体
ミ
ル
ク
の

備
蓄
を
決
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
本
市
に
も
取
り
入
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Ａ

家庭でも栄養バランスのとれた食事を

ビ
タ
ミ
ン
強
化
米

学
校
給
食
に
必
要
か

国内でも製造・販売が開始された液体ミルク

子
育
て
世
帯
に
配
慮

液
体
ミ
ル
ク
備
蓄
を

Q

Q



2019.5 14 No.75

虐
待
を
し
な
い

親
子
関
係
の
支
援
を竹田英司議員

福部正人議員

総
　
括
　
質
　
疑Ａ

市
長　

国
で
は
民
法
で
規
定

す
る
親
の
懲
戒
権
の
見
直
し

な
ど
、
法
整
備
も
含
め
た
虐
待
防
止

へ
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
あ
く
ま
で
対
症
療
法
で
あ

り
、
子
供
が
日
々
を
過
ご
す
個
々
の

家
庭
が
変
わ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
問

題
は
良
い
方
向
に
向
か
わ
な
い
と
考

え
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
児
童
相

談
所
な
ど
関
係
機
関
が
連
携
し
て
支

援
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
家
庭
の
育

児
に
対
す
る
意
識
改
革
や
環
境
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
今
後

は
行
政
だ
け
で
は
な
く
学
校
、
企
業

や
地
域
社
会
な
ど
も
巻
き
込
み
な
が

ら
、
子
供
た
ち
が
虐
待
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
明
る
く
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

児
童
虐
待
の
防
止
に
は
、
法
律
や
関
係
機
関
の
体
制
整
備
も
重
要
だ

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
根
本
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
肝
心
な
の
は
親
子

関
係
で
あ
り
、
親
の
認
識
や
常
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市
長
公
室
長　

国
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
を

高
め
る
た
め
、
マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
構
想
を
立
ち
上
げ
、
自
治

体
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
開
始
し
た
。
先

行
自
治
体
で
は
、
自
治
体
が
取
り
組

む
事
業
で
の
ポ
イ
ン
ト
発
行
や
協
力

会
社
の
発
行
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
ポ
イ
ン
ト
を
地
域
で
使
用
可
能

な
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
に
交
換
す
る
取

り
組
み
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
実

施
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
る

が
、
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
だ
け
で
な
く
、
消
費
の
下

支
え
策
と
し
て
も
考
え
て
お
り
、
利

用
環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
も
国
や
先
進

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
制

度
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
空
き
領
域
で
あ
る
「
マ
イ
キ

ー
」
を
活
用
し
、
自
治
体
が
指
定
す
る
施
設
や
商
店
で
利
用
で
き
る
自

治
体
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
。
本
市
に
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

Ａ

家庭への支援で虐待のない社会を

Q

ICチップ内臓のマイナンバーカード

Q 自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度

導
入
の
考
え
は

自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度

導
入
の
考
え
は
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中谷真裕美議員

神田泰孝議員

総
　
括
　
質
　
疑

健
康
福
祉
部
長　

子
供
を
含

む
被
扶
養
者
が
多
い
国
保
世

帯
の
負
担
は
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ

る
。
子
育
て
施
策
の
推
進
は
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
が
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
な
ど
を
軽
減
分
の
財
源
に

す
る
こ
と
は
、
継
続
性
の
観
点
か
ら

慎
重
な
判
断
を
要
す
る
。
子
供
の
均

等
割
り
の
軽
減
措
置
は
、
自
治
体
が

単
独
で
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
国

の
責
任
と
負
担
に
お
い
て
制
度
化
さ

れ
る
べ
き
問
題
と
考
え
、
制
度
創
設

を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　

国
保
税
の
大
幅
値
上
げ
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
被
保
険
者
の
負
担

は
限
界
を
超
え
て
い
る
。
国
保
に
は
、
ほ
か
の
医
療
保
険
に
は
な
い
均

等
割
り
が
あ
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
な
ど
人
数
が
多
い
世
帯
ほ
ど
税
負

担
が
重
く
な
る
。
全
国
知
事
会
も
子
供
の
均
等
割
り
軽
減
を
図
る
予
算

要
望
を
国
に
行
っ
て
い
る
が
、
子
供
一
人
あ
た
り
の
均
等
割
り
を
３
万

４
５
０
０
円
に
す
る
の
は
あ
ま
り
に
重
い
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
な

ど
を
財
源
と
し
、
均
等
割
り
額
を
せ
め
て
５
割
に
軽
減
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

Ａ

Ａ
こ
ど
も
未
来
部
長　

昨
年
、

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９

に
本
市
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
な
ど
を
あ

し
ら
っ
た
プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
、
公

用
車
や
庁
舎
内
の
各
所
に
掲
示
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
郵
便
局
を
は

じ
め
民
間
企
業
や
関
係
団
体
の
協
力

も
得
て
、
１
８
９
の
周
知
に
は
一
定

の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
児
童
虐
待
防
止
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
同
時
に
息
の
長
い
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
新
た
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。
こ
の
プ
レ
ー
ト
を
少
し
で

も
多
く
の
市
民
が
目
に
す
る
こ
と
で

児
童
虐
待
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
お
り
、
デ
ー
タ
公
開
の
実
施
に
向

け
た
準
備
を
進
め
た
い
。

　

児
童
虐
待
件
数
が
増
加
す
る
中
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

１
８
９
が
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
こ

の
番
号
を
１
１
０
番
や
１
１
９
番
と
同
じ
よ
う
に
市
民
に
浸
透
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
企
業
に
も
協
力
い
た
だ
き
車
両
に
プ
レ
ー
ト
を
貼
付
し

て
周
知
を
行
っ
て
い
る
が
、
プ
レ
ー
ト
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
、
さ
ら
に

広
く
企
業
や
個
人
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

Q

公用車に貼付した189周知プレート

Q 児
相
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９

さ
ら
に
周
知
を

児
相
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９

さ
ら
に
周
知
を

保険税の税率

※所得割の課税所得とは、総所得金額の合計額より
　基礎控除33万円を引いた金額です。

160,000円

1世帯につき
5,000円

加入者数×
8,000円

課税所得×
2.3％

介護分

190,000円

1世帯につき
7,000円

加入者数×
7,000円

課税所得×
2.6％

支援分

610,000円

1世帯につき
28,300円

加入者数×
27,500円

課税所得×
8.3％

医療分

最高限度額

⑶平等割

⑵均等割

⑴所得割

高
い
国
保
税

子
供
の
均
等
割
り
軽
減
を

高
い
国
保
税

子
供
の
均
等
割
り
軽
減
を
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各
委
員
会
の
議
案
審
査
で
は
、

次
の
よ
う
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

  

委
員　

中
部
広
域
競
艇
事
業
組
合

か
ら
の
事
務
受
託
を
、
も
っ
と
長
い

期
間
で
し
て
は
ど
う
か
。

  

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局　

第
二
施

行
者
で
あ
る
中
部
広
域
は
２
年
ご
と

に
国
に
施
行
権
の
申
請
を
し
て
お

り
、
本
市
の
事
務
受
託
期
間
も
そ
れ

に
合
わ
せ
て
い
る
。

  

委
員　

残
業
時
間
が
月
１
０
０
時

間
を
越
え
る
職
員
が
い
る
部
署
へ
の

対
応
は
。

  

市
長
公
室　

可
能
な
業
務
に
は
委

託
や
派
遣
職
員
で
対
応
し
た
い
。

Ａ Ｑ

  
委
員　

新
年
度
に
国
保
税
が
上
が

る
が
、
今
後
も
上
が
り
続
け
る
の

か
。

  

健
康
福
祉
部　

毎
年
の
税
率
変
更

は
現
実
的
で
な
く
想
定
し
て
い
な

い
。

  

委
員　

子
ど
も
子
育
て
会
議
の
委

員
構
成
は
。

  

こ
ど
も
未
来
部　

現
在
は
学
識
経

験
者
や
福
祉
、
教
育
関
係
者
、
公
募

委
員
な
ど
20
名
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
条
例
改
正
後
、
中
学
校
長
会
か

ら
１
名
、
大
学
関
係
者
１
名
を
追
加

予
定
で
あ
る
。

Ａ ＱＡ Ｑ Ｑ

総
務
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

  

委
員　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
の
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

  

生
活
環
境
部　

４
月
に
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

基
礎
調
査
と
素
案
策
定
を
行
い
、
２

０
２
０
年
度
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
経
て
答
申
す
る
予
定
で
あ
る
。

  

委
員　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
に
は
ど
の
よ
う
な
事
業
者
が
参

画
す
る
の
か
。

  
生
活
環
境
部　

船
舶
、
Ｊ
Ｒ
、
こ

と
で
ん
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
市
内

全
交
通
事
業
者
を
予
定
し
て
い
る
。

ＡＡ ＱＱ

Ａ Ｑ

都
市
環
境
委
員
会

■
審
査
し
た
議
案
等

議
案
第
25
号
、
第
33
号
の
２
議
案
及

び
請
願
第
１
号

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
26
号
〜
第
29
号
、
第
30
号
の

関
係
部
分
、
第
32
号
の
６
議
案

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
30
号
の
関
係
部
分
及
び
第
31

号
の
２
議
案

　

議
案
は
す
べ
て
原
案
承
認
、
請
願

は
不
採
択
。

　

議
案
は
す
べ
て
原
案
承
認
。

　

議
案
は
す
べ
て
原
案
承
認
。

●
会
計
課

  

定
期
預
金
よ
り
利
率
が
高
く
、
地

域
貢
献
に
も
つ
な
が
る
地
元
企
業
の

社
債
購
入
に
よ
る
資
金
運
用
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

  

資
金
運
用
の
安
全
性
確
保
が
地
方

自
治
法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
リ
ス

ク
が
あ
る
株
式
や
社
債
で
の
運
用
は

避
け
て
い
る
。

●
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局

  

子
供
が
楽
し
め
る
よ
う
な
遊
具
を

場
内
に
設
置
す
る
予
定
は
。

  

本
場
北
側
の
空
き
地
の
整
備
を
予

定
し
て
お
り
、
遊
具
設
置
も
含
め
て

親
子
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設

を
検
討
し
て
い
る
。

●
市
長
公
室

  

災
害
時
避
難
所
標
識
整
備
事
業
の

内
容
は
。

  

ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
機
能
が
付
い
た
、

洪
水
や
津
波
な
ど
の
災
害
の
種
類
を

記
載
し
た
標
識
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。

ＡＡ ＱＱＱ

●
消
防
本
部

  

女
性
消
防
吏
員
を
増
員
す
る
考
え

は
。

  

国
が
女
性
吏
員
増
員
の
目
標
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、検
討
し
た
い
。

●
教
育
部

  

フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
校
を
増
や

す
予
定
は
。

  

歯
科
医
師
会
と
連
携
し
、
養
護
教

諭
な
ど
を
対
象
と
し
た
フ
ッ
化
物
洗

口
の
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
可
能
な
学
校
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
産
業
文
化
部

  

単
独
市
費
補
助
土
地
改
良
事
業
の

補
助
金
が
大
き
く
増
額
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
近
年
の
大
雨
に
よ
る
住

宅
浸
水
や
道
路
へ
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
か
。

  

事
業
は
地
元
土
地
改
良
区
な
ど
か

ら
の
要
望
に
対
す
る
補
助
事
業
で
あ

り
、
直
接
的
な
浸
水
対
策
の
事
業
で

は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
局

所
的
な
排
水
対
策
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

●
健
康
福
祉
部

　

 

救
急
医
療
対
策
費
の
内
容
は
。

  

本
市
ほ
か
中
讃
保
健
医
療
圏
３
市

５
町
が
、
香
川
労
災
病
院
ほ
か
５
病

院
に
運
営
費
を
補
助
し
て
い
る
。

　

 

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
は
。

予
算
特
別
委
員
会

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
15
号
〜
第
24
号
の
10
議
案

  

コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
ペ
イ
ジ
ー
の
導

入
な
ど
に
よ
り
収
納
率
は
向
上
し
て

い
る
。
一
般
被
保
険
者
に
係
る
現
年

度
課
税
分
は
94
％
近
く
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

●
生
活
環
境
部

  

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事

業
と
移
動
手
段
確
保
モ
デ
ル
事
業
は

同
一
目
的
と
感
じ
る
。
免
許
証
返
納

時
だ
け
補
助
を
出
す
自
主
返
納
支
援

事
業
で
は
な
く
、
車
が
な
く
て
も
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る

た
め
の
移
動
手
段
確
保
モ
デ
ル
事
業

を
拡
大
す
る
べ
き
で
は
。

  

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
交
通
安
全
対

策
の
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る
。
両

方
の
事
業
を
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と

で
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
交
通
環
境

整
備
を
図
っ
て
い
く
。

●
こ
ど
も
未
来
部

　

 

こ
ど
も
食
堂
の
活
動
状
況
は
。

  

現
在
、
市
内
３
か
所
で
月
１
回
開

催
し
て
い
る
。
１
回
の
参
加
人
数
は

10
〜
30
名
程
度
で
あ
る
。

●
総
務
部

  

交
通
違
反
の
反
則
金
を
原
資
と
し

て
市
に
交
付
さ
れ
る
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金
は
、
交
通
安
全
対
策
に

適
切
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

  

交
付
金
の
使
途
は
限
定
さ
れ
て
い

な
い
が
、
交
通
安
全
対
策
の
た
め
に

交
付
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
や
通
学
路
の
カ
ラ
ー

舗
装
な
ど
の
事
業
に
活
用
し
て
い

る
。

●
都
市
整
備
部

  

市
道
郡
家
東
西
２
号
線
の
工
期
を

短
縮
で
き
な
い
の
か
。

  

地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
財
政

面
で
可
能
で
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
早

い
事
業
完
了
を
目
指
し
た
い
。

Ａ

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

審
査
結
果

審
査
結
果

審
査
結
果

主
な
質
疑
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スマホで議会を
　　　　見てみよう！

本会議のインターネット中継、録画配信をスマートフォン
やタブレット端末からも見ることができるようになりました。
市ホームページ「丸亀市議会」から「インターネット
中継（外部リンク）」をお開きください。

委
員
会
審
査

スマホで議会を
　　　　見てみよう！
スマホで議会を
　　　　見てみよう！

　

議
案
第
15
号
は
原
案
不
承
認
、
ほ

か
の
９
議
案
は
す
べ
て
原
案
承
認
。

　

２
月
18
日
付
け
で
創
風
会
か
ら
解

散
届
け
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

所
属
し
て
い
た
議
員

竹
田　

英
司

東　
　

由
美

　

両
議
員
と
も
、
解
散
後
は
会
派
に

所
属
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
会
計
課

  

定
期
預
金
よ
り
利
率
が
高
く
、
地

域
貢
献
に
も
つ
な
が
る
地
元
企
業
の

社
債
購
入
に
よ
る
資
金
運
用
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

  

資
金
運
用
の
安
全
性
確
保
が
地
方

自
治
法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
リ
ス

ク
が
あ
る
株
式
や
社
債
で
の
運
用
は

避
け
て
い
る
。

●
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局

  

子
供
が
楽
し
め
る
よ
う
な
遊
具
を

場
内
に
設
置
す
る
予
定
は
。

  

本
場
北
側
の
空
き
地
の
整
備
を
予

定
し
て
お
り
、
遊
具
設
置
も
含
め
て

親
子
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設

を
検
討
し
て
い
る
。

●
市
長
公
室

  

災
害
時
避
難
所
標
識
整
備
事
業
の

内
容
は
。

  

ソ
ー
ラ
ー
ラ
イ
ト
機
能
が
付
い
た
、

洪
水
や
津
波
な
ど
の
災
害
の
種
類
を

記
載
し
た
標
識
を
設
置
す
る
予
定
で

あ
る
。

●
消
防
本
部

  

女
性
消
防
吏
員
を
増
員
す
る
考
え

は
。

  
国
が
女
性
吏
員
増
員
の
目
標
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、検
討
し
た
い
。

●
教
育
部

  

フ
ッ
化
物
洗
口
の
実
施
校
を
増
や

す
予
定
は
。

  

歯
科
医
師
会
と
連
携
し
、
養
護
教

諭
な
ど
を
対
象
と
し
た
フ
ッ
化
物
洗

口
の
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
可
能
な
学
校
か
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
産
業
文
化
部

  

単
独
市
費
補
助
土
地
改
良
事
業
の

補
助
金
が
大
き
く
増
額
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
近
年
の
大
雨
に
よ
る
住

宅
浸
水
や
道
路
へ
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
を
防
ぐ
た
め
の
も
の
か
。

  

事
業
は
地
元
土
地
改
良
区
な
ど
か

ら
の
要
望
に
対
す
る
補
助
事
業
で
あ

り
、
直
接
的
な
浸
水
対
策
の
事
業
で

は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
局

所
的
な
排
水
対
策
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

●
健
康
福
祉
部

　 

救
急
医
療
対
策
費
の
内
容
は
。

  

本
市
ほ
か
中
讃
保
健
医
療
圏
３
市

５
町
が
、
香
川
労
災
病
院
ほ
か
５
病

院
に
運
営
費
を
補
助
し
て
い
る
。

　 

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
は
。

Ａ ＱＡ ＱＡ ＱＡＱＱ

  

コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
ペ
イ
ジ
ー
の
導

入
な
ど
に
よ
り
収
納
率
は
向
上
し
て

い
る
。
一
般
被
保
険
者
に
係
る
現
年

度
課
税
分
は
94
％
近
く
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

●
生
活
環
境
部

  

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事

業
と
移
動
手
段
確
保
モ
デ
ル
事
業
は

同
一
目
的
と
感
じ
る
。
免
許
証
返
納

時
だ
け
補
助
を
出
す
自
主
返
納
支
援

事
業
で
は
な
く
、
車
が
な
く
て
も
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
る

た
め
の
移
動
手
段
確
保
モ
デ
ル
事
業

を
拡
大
す
る
べ
き
で
は
。

  
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
交
通
安
全
対

策
の
取
り
組
み
は
必
要
で
あ
る
。
両

方
の
事
業
を
セ
ッ
ト
で
行
う
こ
と

で
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
交
通
環
境

整
備
を
図
っ
て
い
く
。

●
こ
ど
も
未
来
部

　 

こ
ど
も
食
堂
の
活
動
状
況
は
。

  

現
在
、
市
内
３
か
所
で
月
１
回
開

催
し
て
い
る
。
１
回
の
参
加
人
数
は

10
〜
30
名
程
度
で
あ
る
。

●
総
務
部

  

交
通
違
反
の
反
則
金
を
原
資
と
し

て
市
に
交
付
さ
れ
る
交
通
安
全
対
策

特
別
交
付
金
は
、
交
通
安
全
対
策
に

適
切
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

  

交
付
金
の
使
途
は
限
定
さ
れ
て
い

ＡＡ ＱＡＱＡ Ｑ

な
い
が
、
交
通
安
全
対
策
の
た
め
に

交
付
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
設
置
や
通
学
路
の
カ
ラ
ー

舗
装
な
ど
の
事
業
に
活
用
し
て
い

る
。

●
都
市
整
備
部

  

市
道
郡
家
東
西
２
号
線
の
工
期
を

短
縮
で
き
な
い
の
か
。

  

地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
財
政

面
で
可
能
で
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
早

い
事
業
完
了
を
目
指
し
た
い
。

Ａ Ｑ

審
査
結
果

　

本
会
議
は
、
通
常
午
前
10
時

に
開
会
し
ま
す
。

　

会
議
の
当
日
、
手
続
き
を
す

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き

ま
す
。

　

次
回
6
月
定
例
会
は
、
6
月

上
旬
に
開
会
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ

（
TEL
２
４
│
８
８
２
８
）

議
会
を

見
に
来
ま
せ
ん
か

会
派
の
異
動



請
願
第
1
号

国
に
対
し
「
消
費
税
10
％
中
止

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を

求
め
る
請
願
書

　

新
日
本
婦
人
の
会
丸
亀
支
部

支
部
長　

細
谷　

國
子

　

消
費
税
は
貧
困
と
格
差
を
拡
大
す

る
根
本
的
な
欠
陥
を
持
つ
税
制
で
あ

り
、
社
会
保
障
の
拡
充
は
消
費
税
増

税
で
は
な
く
、
税
金
の
集
め
方
、
使

い
方
の
見
直
し
に
よ
っ
て
行
う
べ
き

で
あ
る
。

　

以
上
の
趣
旨
か
ら
、消
費
税
率
の
引

き
上
げ
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を
政

府
に
送
付
す
る
こ
と
を
請
願
す
る
。

●
請
願
の
趣
旨

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
施
策

の
軽
減
税
率
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
な
ど
に
は
疑
問
点
も
あ
る
が
、
増

税
分
は
幼
児
教
育
無
償
化
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
保
障
の
充
実
に
充
て
る

と
さ
れ
て
い
る
。
税
率
引
き
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
本
請

願
を
不
採
択
と
す
る
。

●
議
会
の
意
見
及
び
審
査
結
果

　

丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会
は
１
月

28
日
、
丸
亀
城
石
垣
の
研
究
を
続
け
る
遠

藤
亮
氏
、
山
地
茂
氏
を
講
師
に
招
き
、
勉

強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
石
垣
の
修
復
〜
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
提

言
」と
題
し
た
勉
強
会
に
は
、特
別
委
員
会

委
員
を
は
じ
め
議
員
、職
員
が
参
加
し
、丸
亀

城
石
垣
の
歴
史
や
確
認
さ
れ
た
石
垣
崩
落
の

前
兆
、
経
過
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

石
垣
の
現
状
に
つ
い
て
両
氏
は
、
設
置

さ
れ
て
い
る
導
水
路
の
大
部
分
が
機
能
し

て
い
な
い
。
さ
ら
な
る
崩
落
を
防
ぐ
た
め

に
は
城
郭
内
の
排
水
対
策
を
早
急
に
行
う

必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
垣
崩
落
か
ら
見
え
た
丸
亀
城

管
理
体
制
の
課
題
や
石
垣
復
旧
の
技
術
的

課
題
が
指
摘
さ
れ
、
日
常
的
な
石
垣
の
点

検
や
災
害
時
の
対
応
な
ど
を
行
う
丸
亀
城

管
理
事
務
所
の
設
置
、
崩
落
し
た
石
垣
残

部
を
生
か
し
た
石
垣
展
示
施
設
の
設
置
な

ど
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
現
状
を
把
握
す
る

た
め
の
現
地
調
査
を
４
月
９
日
に
行
う
な

ど
、
早
期
の
復
旧
に
向
け
た
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

■
丸
亀
城
石
垣
勉
強
会
を
開
催
■

請
願
審
査
結
果

特
別
委
員
会
活
動
報
告

質

疑

討

論

質

疑

平
成
30
年
度
関
係
議
案
に
対
す
る

議
案
第
1
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

理
由　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

対
象
者
に
還
元
す
る
額
と
同
額
の
事

務
費
を
必
要
と
す
る
不
合
理
な
施
策

で
あ
る
。
根
拠
の
な
い
消
費
税
増
税

に
、
さ
ら
に
不
公
平
と
混
乱
を
も
た

ら
す
こ
の
よ
う
な
計
画
は
中
止
す
る

べ
き
で
あ
り
、
事
務
費
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

《
反
対
討
論
》     

中
谷
真
裕
美

討

論

平
成
30
年
度
関
係
議
案
に
対
す
る

　

中
谷
議
員　

補
正
予
算
で
計
上
さ

れ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
費
１
０
０
０
万
円
の
内
容
は
。

　

健
康
福
祉
部
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
は
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
の

影
響
を
緩
和
し
、
地
域
の
消
費
喚
起

を
目
的
に
発
行
す
る
商
品
券
で
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
や
子
育
て
世
帯
が

対
象
者
と
な
る
。
今
回
の
事
業
費
は

発
行
対
象
者
リ
ス
ト
の
作
成
、
管
理

シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
に
要
す
る
費
用

を
計
上
し
て
お
り
、
全
額
国
が
負
担

す
る
予
定
で
あ
る
。

ＱＡ

講師を務めた遠藤亮氏（右）と山地茂氏（左）勉強会の模様
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旧
年
度
議
案
審
議・請
願
審
査
結
果・

丸
亀
城
復
旧
復
興
特
別
委
員
会



　は賛成、×は反対、－は除斥または欠席した者です。

賛否が分かれた議案の審議結果賛否が分かれた議案の審議結果平成31年3月定例会平成31年3月定例会

議
案
第
15
号
、
請
願
第
１
号
に
賛
成

議
案
第
16
号
、
議
案
第
24
号
、
議
案

第
29
号
に
反
対

理
由　

議
案
第
15
号
一
般
会
計
予
算

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の

予
算
な
ど
承
服
し
が
た
い
点
も
あ
る

が
、
弱
者
に
対
す
る
施
策
の
改
善
も

多
数
見
ら
れ
る
の
で
賛
成
す
る
。
議

案
第
16
号
、
第
29
号
は
国
保
税
が
値

上
げ
と
な
る
の
で
反
対
す
る
。
議
案

第
24
号
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
フ
ァ

ン
獲
得
を
目
指
す
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
の
方
針
に
反
対
す
る
。

《
討
論
者
》     　

中
谷
真
裕
美

議
案
に
賛
成
×
反
対
の

意
思
を
表
明
し
ま
す
。

議
案
に
賛
成
×
反
対
の

意
思
を
表
明
し
ま
す
。

討
論
討
論

　

今
期
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
人
事

案
件
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

▼
人
権
擁
護
委
員

　

南
条
町　
　
　
　
　

原
田　

義
郎

　

綾
歌
町
栗
熊
東　
　

小
川　

安
清

　

飯
山
町
川
原　
　
　

濟
城
加
代
子

　

飯
野
町
東
二　
　
　

丸
田　

温
子

　

中
府
町　
　
　
　
　

青
木　

博
子

※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。

人
事
案
件

25　
片
山　

圭
之
（
市
民
の
声
）

24　
国
方　

功
夫
（
市
民
の
声
）

23　
水
本　

徹
雄
（
市
民
の
声
）

22　
内
田　

俊
英
（
公
明
党
）

21　
福
部　

正
人
（
公
明
党
）

20　
大
前　

誠
治
（
志
政
会
）

19　
山
本　

直
久
（
志
政
会
）

18　
加
藤　

正
員
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

17　
松
浦　

正
武
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

16　
横
川　

重
行
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

15　
小
橋　

清
信
（
志
政
会
）

14　
横
田　

隼
人
（
志
政
会
）

13　
多
田　

光
廣
（
志
政
会
）

12　
松
永　

恭
二
（
志
政
会
）

11　
真
鍋　

順
穗
（
志
政
会
）

10　
川
田　

匡
文
（
志
政
会
）

９　
三
宅　

真
弓
（
志
政
会
）

８　
香
川　
　

勝
（
志
政
会
）

７　
大
西　
　

浩
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

６　
岡
田　
　

剛
（
会
派
無
所
属
）

５　
神
田　

泰
孝
（
会
派
無
所
属
）

４　
中
谷
真
裕
美
（
会
派
無
所
属
）

３　
東　
　

由
美
（
会
派
無
所
属
）

２　
竹
田　

英
司
（
会
派
無
所
属
）

１　
武
田　

孝
三
（
志
政
会
）

平成30年度一般
会計補正予算
（第5号）

議　案
第１号

原
案
可
決

審
議
結
果

議 員 名
（　）内は所属会派

議 案 名

議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

×

× ×平成31年度
一般会計予算

議　案
第15号

原
案
可
決

平成31年度
国民健康保険
特別会計予算

議　案
第16号

原
案
可
決

×

平成31年度
モーターボート競
走事業会計予算

議　案
第24号

原
案
可
決

×

国民健康保険税
条例の一部改正

議　案
第29号

原
案
可
決

×

国に対し「消費税
10％中止を求める
意見書」の提出を
求める請願書

請　願
第１号

不
採
択

× ×× ×××××××× × ×××××××

平
成
31
年
度
関
係
議
案
に
対
す
る

議
案
第
1
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

理
由　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、

対
象
者
に
還
元
す
る
額
と
同
額
の
事

務
費
を
必
要
と
す
る
不
合
理
な
施
策

で
あ
る
。
根
拠
の
な
い
消
費
税
増
税

に
、
さ
ら
に
不
公
平
と
混
乱
を
も
た

ら
す
こ
の
よ
う
な
計
画
は
中
止
す
る

べ
き
で
あ
り
、
事
務
費
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
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する！！
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議会が
市政をリードリード

　
五
月（
皐
月
）、ま
さ

に
新
緑
の
季
節
で
す
。

　

新
元
号「
令
和
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

丸
亀
城
石
垣
の
復
旧
工
事
も
こ
れ

か
ら
本
格
化
し
ま
す
。お
城
ま
つ
り
で

は
本
来
の
完
全
な
姿
の
石
垣
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。隣
接
す
る
丸
亀

高
校
を
は
じ
め
、崩
れ
た
石
垣
の
痛
ま

し
い
姿
を
見
な
が
ら
日
々
通
学
し
、勉

学
に
励
ま
れ
て
い
る
生
徒
さ
ん
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。そ
の
中
か
ら
丸
亀
城

の
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、市
民
に
と
っ

て
大
切
な
お
城
を
こ
れ
か
ら
ど
う
守
っ

て
い
く
か
？
そ
う
い
う
熱
い
気
持
ち
を

持
つ
方
が一人
で
も
多
く
現
れ
て
く
れ

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

　
「
金
城
鉄
壁
も
蟻
の一穴
か
ら
」

　

蟻
が
作
っ
た
ほ
ん
の
小
さ
な
穴
で
あ

って
も
、放
置
し
て
し
ま
う
と
大
き
く

な
り
、つい
に
は
頑
丈
な
城
壁
を
崩
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ほ
ん
の

わ
ず
か
な
不
注
意
や
油
断
か
ら
、大
き

な
失
敗
や
損
害
に
至
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
例
え
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
行
政
と
議
会
が

強
固
な
両
輪
と
な
り
、
市
民
の
皆
様

の
こ
と
を
一
番
に
考
え
、
公
共
の
福

祉
の
向
上
に
努
め
て
い
け
る
よ
う
、

一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
い
く
次
第

で
す
。

広
報
広
聴
委
員
　
竹
田
英
司

編　集　長：いやあ、表紙の写真撮影、ご苦労さん
でした！

編集委員：晴れの日を待って本島に渡り、ドロー
ン撮影。議会だよりの歴史に残りま
す。

編　集　長：そもそも何でこんなことになったんだ
っけ？

編集委員：忘れたんですか？ニューヨークタイム
ズ社の発表した「2019年に行くべき場
所」に日本で唯一「瀬戸内の島々」が
選ばれたからですよ！

編　集　長：そうだったね。7位だったね。今年も
瀬戸芸に世界からたくさん来てくれる
だろう。秋会期の本島をぜひ盛り上げ
たいね。ところで今年の大河ドラマ、
見てる？

編集委員：「いだてん」ですね。毎回楽しみにし
ています。

編　集　長：あのね、「丸亀のいだてん」って知っ
てる？

編集委員：えっ！そんな人
がいるんです
か？

編　集　長：そうなんよ。広
島生まれのアス
リート、西内文
夫さん。

編集委員：どんな人なんで
す？

編　集　長：1922年生まれ。51年第1回アジア競技
大会で金メダル、第2回大会で銀。そ
の後、母校の中央大学陸上部監督とし
て、箱根駅伝でチームを8回も優勝に
導いた。

編集委員：そ、そんな立派な人、ちゃんと顕彰し
ないといけないじゃないですか。

編　集　長：そうだよ。来年の五輪に向けて日本人
なら誰もがマラソンに注目している。
今がチャンスだと思うよ。

編集委員：瀬戸芸に来る方々にもぜひ、丸亀が生
んだ偉人をアピールしたいですね。

編　集　長：さて、アートやスポーツは盛り上がっ
ているとして、市議会はどうかな？

編集委員：そう来ましたか。3月議会後半のハイ
ライト、予算審議は白熱しましたね。

編　集　長：9時からの委員会が夜の7時、8時ま
で。長けりゃいいのではないが、熱心
に議論した。

編集委員：議長を除く全議員で臨む仕組みで、後
から後から「それに関連して」と質問
が続く。ひとつのテーマに議論が深ま
る手ごたえがありました。

編　集　長：議員個々人がバラバラに意見を言うあ
り方を超えて“議会”としての意見をま
とめていく。

編集委員：「政策提言型議会」ですね。
編　集　長：それが地方分権時代の議会の姿だ。
編集委員：議会も「いだてん」で行きましょう！

vol.4

編
集
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記

さ
つ
き

力走する西内文夫選手


